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緒　

言

　
「
光
行
研
究
会
」
は
、
本
学
人
間
学
部
人
間
文
化
学
科
に
所
属
す
る
、
山

田
昭
全
・
胡
志
昂
・
山
部
和
喜
・
中
村
文
の
四
名
に
よ
る
、
源
光
行
お
よ
び

そ
の
著
作
を
対
象
と
し
た
研
究
会
で
、
二
〇
〇
四
年
度
に
活
動
を
開
始
し
た

（
山
田
は
二
〇
〇
七
年
三
月
に
退
職
、
現
在
非
常
勤
講
師
）。

　

山
部
は
説
話
文
学
・
和
漢
比
較
文
学
を
専
攻
領
域
と
し
、
す
で
に
、
源
光

行
の
著
作
に
関
連
す
る
論
考
数
篇
を
発
表
し
て
い
る**

。
胡
は
漢
文
学
や
日
本

の
古
代
文
学
を
専
攻
分
野
と
す
る
が
、
光
行
の
著
作
『
百
詠
和
歌
』
の
背
景

と
し
て
重
要
な
、「
李
嶠
百
詠
」
の
張
庭
芳
注
（
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵
本
）

を
影
印
・
解
説
し
た
書
を
刊
行
し
て
い
る**

。
山
田
・
中
村
の
両
名
に
は
光
行

に
直
接
関
連
す
る
論
考
は
な
い
が
、
山
田
は
『
平
家
物
語
』
成
立
と
光
行
が

ど
う
関
わ
る
か
と
い
う
問
題
に
か
つ
て
よ
り
興
味
を
持
ち
、
中
村
は
平
安
末

〜
鎌
倉
初
期
の
和
歌
文
学
を
専
攻
分
野
と
す
る
者
と
し
て
、
当
代
地
下
層
に

よ
る
和
歌
活
動
に
深
く
関
与
し
た
光
行
の
動
向
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た**

。

　

異
な
る
角
度
か
ら
源
光
行
と
い
う
共
通
の
対
象
に
興
味
を
抱
く
四
名
が
、

一
つ
の
機
関
に
集
い
合
っ
た
偶
然
を
奇
貨
と
し
て
、
我
々
は
協
同
で
研
究
を

行
う
こ
と
と
な
り
、『
百
詠
和
歌
』
の
輪
読
を
開
始
し
た
。
最
初
は
胡
が
担
当

し
て
「
天
象
部
」
か
ら
読
み
進
め
た
が
、
や
が
て
、「
坤
儀
部
」
を
山
部
、「
芳

草
部
」
を
中
村
、「
嘉
樹
部
」
を
山
田
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
担
当
箇
所
を
割
り
振

り
、
順
次
、
輪
番
で
研
究
成
果
を
報
告
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

源
光
行
が
鎌
倉
時
代
前
期
に
著
し
た
『
百
詠
和
歌
』
は
、
初
唐
時
代
に
流

行
し
た
李
嶠
の
百
二
十
詠
を
原
拠
と
し
、
原
作
の
単
題
詩
か
ら
各
題
二
句
ず

つ
を
引
い
て
、
仮
名
注
と
和
歌
と
を
付
し
た
作
品
で
あ
る
。
和
漢
に
ま
た
が

る
文
学
作
品
と
し
て
極
め
て
興
味
深
い
も
の
だ
が
、
そ
の
読
解
に
は
多
方
面

の
知
識
が
必
要
で
あ
る
。
本
研
究
会
で
は
専
門
領
域
を
異
に
す
る
者
た
ち
が

知
識
を
出
し
合
い
、
光
行
が
「
李
嶠
百
詠
」
を
ど
う
受
容
し
、
そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
和
歌
の
形
で
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み

た
が
、
解
釈
の
困
難
さ
は
し
ば
し
ば
痛
感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
度
、

輪
読
の
軌
跡
を
提
示
し
て
我
々
の
試
み
の
当
否
を
広
く
学
界
に
問
い
、
大
方

の
御
教
示
に
与
る
こ
と
で
研
究
会
の
向
上
を
目
指
そ
う
と
考
え
、
本
稿
を
公

表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ご
批
正
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
『
百
詠
和
歌
』
の
輪
読
会
は
現
在
も
四
名
で
継
続
中
で
あ
る
。
現
今
の
大

学
を
め
ぐ
る
状
況
は
周
知
の
通
り
で
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
機
構
の

『
百
詠
和
歌
』
注
釈
（
一
）

胡　

志
昂
・
山
部
和
喜
・
中
村　

文
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整
備
に
向
け
た
会
議
等
に
よ
っ
て
、
研
究
会
は
し
ば
し
ば
休
会
の
憂
き
目
に

会
う
が
、
我
々
は
い
つ
の
日
か
『
百
詠
和
歌
』
の
注
釈
の
刊
行
が
叶
う
こ
と

を
希
望
と
し
て
、
努
力
を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。
忌
憚
の
な
い
ご
意
見

を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
研
究
会
は
埼
玉
学
園
大
学
よ
り
共
同
研
究
の
助
成
を
受
け
て
い

る
（
研
究
課
題
「『
百
詠
和
歌
』
に
み
る
漢
籍
受
容
の
研
究
」）。
本
研
究
会

に
対
し
深
い
理
解
を
示
さ
れ
た
峯
岸
進
学
長
に
、
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上

げ
る
。	

（
中
村
記
）

凡　

例

・
本
稿
は
、源
光
行
著
『
百
詠
和
歌
』
に
注
釈
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。『
百

詠
和
歌
』
の
本
文
は
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本
（
函

架
番
号
二
〇
一
─
三
五
九
）
に
拠
っ
て
翻
刻
し
、
句
読
点
を
付
し
た
。
仮

名
遣
い
の
誤
っ
て
い
る
箇
所
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
改
め
、
右
傍
カ
ッ
コ

内
に
元
の
仮
名
遣
い
を
示
し
た
。
漢
字
は
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。
底
本

の
ま
ま
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
場
合
は
校
訂
を
施
し
、
そ
の
箇
所
の
左
に

傍
点
を
付
し
て
、
も
と
の
形
を
右
傍
カ
ッ
コ
内
に
示
し
た
。

・
摘
句
一
句
と
こ
れ
に
付
さ
れ
た
光
行
注
お
よ
び
和
歌
一
首
を
一
組
と
し
て

掲
出
し
、『
新
編
国
歌
大
観
』
の
歌
番
号
に
従
っ
て
、
各
組
の
冒
頭
に
番
号

を
振
っ
た
。

・
注
釈
は
本
文
の
翻
刻
に
続
け
て
、【
百
詠
】【
百
詠
注
】【
語
釈
】【
通
釈
】【
余

考
】
の
項
目
を
立
て
て
行
っ
た
。【
百
詠
】
に
は
『
百
詠
和
歌
』
の
原
拠

と
な
っ
た
『
李
嶠
百
詠
』
の
詩
句
を
示
し
た
。
詩
句
は
そ
の
関
連
性
を
考

慮
し
て
一
聯
の
形
で
掲
出
し
た
が
、
歌
注
と
関
連
し
な
い
句
に
つ
い
て
は

と
く
に
注
釈
を
加
え
な
か
っ
た
。【
百
詠
注
】
に
は
『
李
嶠
百
詠
』
に
張

庭
芳
が
付
し
た
と
さ
れ
る
注
を
掲
げ
た
。
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
を
胡
志

昂
編
『
日
蔵
古
抄
李
嶠
詠
物
詩
注
』（「
海
外
珍
蔵
善
本
叢
書
」
上
海
古
籍

出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
に
拠
っ
て
掲
げ
た
。
割
注
は
〈　

〉
を
用
い
て

示
し
、
私
に
読
点
を
施
し
、
書
き
下
し
文
を
（　

）
内
に
付
し
た
。

・『
百
詠
和
歌
』
本
文
が
典
拠
と
し
た
証
本
を
類
書
等
か
ら
引
用
す
る
場
合
、

典
拠
名
・
巻
数
・
項
目
名
の
順
で
典
拠
を
示
し
た
。
ま
た
、
あ
る
説
話
が

複
数
の
典
拠
に
収
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
時
代
的
に
も
っ
と
も
古
い

典
拠
で
代
表
さ
せ
る
か
、
ま
た
は
百
詠
注
本
文
に
も
っ
と
も
近
い
も
の
で

示
す
こ
と
が
あ
る
。
な
お
、
典
拠
に
つ
い
て
は
、
杤
尾
武
編
『
百
詠
和
歌

注
』（
汲
古
書
院
、
一
九
七
九
年
）
か
ら
多
く
の
学
恩
を
受
け
、
本
注
釈

の
記
述
に
も
同
書
と
重
複
す
る
箇
所
が
多
い
が
、
煩
雑
を
避
け
て
い
ち
い

ち
断
ら
な
か
っ
た
点
を
諒
承
さ
れ
た
い
。

・【
語
注
】
等
で
引
用
す
る
和
歌
の
本
文
お
よ
び
歌
番
号
は
、
特
に
断
ら
な

い
限
り
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
っ
た
。

　

今
回
は
、「
天
象
部
」
の
「
日
」
二
首
（
胡
志
昂
担
当
）、「
坤
儀
部
」
の
「
山
」

二
首
（
山
部
和
喜
担
当
）、お
よ
び
「
芳
草
部
」
の
「
蘭
」
二
首
（
中
村
文
担
当
）

を
掲
載
し
た
。
注
釈
原
稿
は
輪
読
の
場
で
出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
意
見
を
受

け
て
は
い
る
が
、
執
筆
の
責
任
は
個
々
の
担
当
者
に
あ
る
。
ま
た
、
特
に

【
語
釈
】【
余
考
】
等
の
項
目
に
お
い
て
は
、
担
当
者
に
よ
っ
て
力
点
の
置
き

方
が
大
き
く
異
な
る
面
も
あ
る
が
、
今
回
は
形
式
の
統
一
に
留
め
、
内
容
に

つ
い
て
は
無
理
に
統
一
せ
ず
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、

今
後
ご
意
見
を
賜
り
な
が
ら
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
大
方
の

ご
批
正
を
重
ね
て
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。
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注　

釈

巻
第
一　

天
象
部
「
日
」　

１　

日
出
扶
桑
路　
　

宮
古
の
東
碧
海
の
う
ち
に
ひ
と
お
り
て
、
万
里
の
地

に
林
あ
り
。
そ
の
木
の
葉
み
な
桑
に
似
た
り
。
又
椹
の
木
あ
り
。
長
さ
数

千
丈
、
二
千
余
囲
。
仙
人
そ
の
桑
の
み
を
く
ひ
て
、
そ
の
体
金
色
の
ご
と

し
。
空
を
飛
か
け
る
。
千
歳
に
一
度
実
を
む
す
ぶ
。
其
実
あ
か
く
あ
ぢ
は

ひ
甘
く
香
し
。
扶
桑
こ
れ
な
り
。
日
陽
谷
よ
り
出
て
扶
桑
を
わ
た
る
程
に

と
り
な
く
也
。

谷
の
戸
の
ふ
か
き
木
末
を
出
る
日
に
た
か
ね
の
里
は
い
ま
ぞ
あ
け
ゆ
く

【
百
詠
】

日
出
扶
桑
路　

遥
昇
若
木
枝
（
日
は
扶
桑
の
路
よ
り
出
で
、
遥
か
に
若
木

の
枝
に
昇
る
。）

　
　【

百
詠
注
】

　

日ハ

出テ
二

扶
桑ノ

路ヲ
一　

淮
南
子
曰
、
日ハ

出
二

暘
谷ヲ
一

、
拂
二

扶
桑ヲ
一

也
。（
淮
南
子

に
曰
く
、
日
は
暘
谷
を
出
で
、
扶
桑
を
払
ふ
な
り
。）

　

遙　
ニ

昇
ノ
ホ
レ
リ

二

若
木　
ノ

枝　
ニ

一

。〈
淮
南
子
曰
、
若
木　
ﾉ

末　
ニ

有
二
十
日
、
一

一　
ハ

在
レ

上
、
九　
ハ

在
レ

下
。〉（
淮
南
子
に
曰
く
、
若
木
の
末
に
十
日
あ
り
、
一
は
上
に
あ
り
、

九
は
下
に
あ
り
。）

【
語
釈
】

○
扶
桑　

遥
か
東
方
の
日
の
出
る
処
に
あ
る
伝
説
中
の
神
木
。『
淮
南
子
』

天
文
訓
に
「
日
出
于
暘
谷
、
浴
于
咸
池
、
拂
于
扶
桑
、
是
謂
晨
明
（
日
は
暘

谷
よ
り
出
で
、
咸
池
に
浴
し
、
扶
桑
を
拂
ふ
、
こ
れ
を
晨
明
と
謂
ふ
）」
と

あ
る
。
ま
た
『
十
洲
記
』
に
「
扶
桑
在
碧
海
中
、
上
有
天
帝
宮
、
東
王
所
治
。

有
椹
樹
、
長
数
千
丈
、
二
千
囲
、
同
根
、
更
相
依
倚
、
故
曰
扶
桑
。
仙
人
食

根
、
体
作
紫
色
、
其
樹
雖
大
、
椹
如
中
夏
桑
也
、
九
千
歳
一
生
、
実
味
甘
香

（
扶
桑
は
碧
海
の
中
に
在
り
、
上
に
天
帝
の
宮
有
り
、
東
王
の
治
む
る
と
こ

ろ
な
り
。
椹
樹
有
り
、
長
き
こ
と
数
千
丈
、
二
千
囲
あ
り
、
同
根
に
し
て
更

に
相
依
倚
す
、故
に
扶
桑
と
い
ふ
。
仙
人
そ
の
根
を
食
は
ば
、体
紫
色
を
作
す
。

そ
の
樹
は
大
な
り
と
雖
も
、
椹
は
中
夏
の
桑
の
如
き
な
り
、
九
千
歳
に
一
た

び
生
り
、実
の
味
は
甘
く
香
し
）」（『
芸
文
類
聚
』
巻
八
十
八
「
桑
」）
と
あ
る
。

扶
桑
路
は
太
陽
が
夜
明
け
に
扶
桑
よ
り
登
る
運
行
の
軌
道
を
い
う
。
○
宮
古

　

み
や
こ
の
当
て
字
。
み
や
こ
は
万
葉
集
に
真
名
で
「
京
、京
師
、都
、京
都
」

と
表
記
さ
れ
る
ほ
か
、
仮
名
で
「
美
也
古
、
美
夜
古
、
弥
夜
古
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
和
歌
に
詠
ま
れ
る
都
は
、
常
に
そ
れ
と
対
置
さ
れ
る
地
方
に
い
る

も
の
の
郷
愁
と
憧
れ
の
念
を
誘
う
も
の
で
あ
っ
た
。
梅
の
花
折
り
か
ざ
し
つ

つ
諸
人
の
遊
ぶ
を
見
れ
ば
都
（
弥
夜
古
）
し
ぞ
思
ふ
」（
万
葉
巻
五
・
843
・

土
師
氏
御
道
）。「
宮
古
だ
に
晴
ぬ
時
雨
に
思
ひ
や
れ
越
路
は
雪
の
ふ
ら
ぬ
日

そ
な
き
」（
続
千
載
集
・
羇
旅
歌
・
851
・
大
江
頼
重
）。
○
椹　

日
本
で
は
ヒ

ノ
キ
科
の
常
緑
高
木
、
さ
わ
ら
を
指
す
が
、
中
国
で
は
桑
の
実
を
言
う
。
椹

の
木
す
な
わ
ち
桑
の
木
で
あ
る
。
○
丈　

長
さ
の
単
位
、
一
丈
は
十
尺
、
約

三
メ
ー
ト
ル
。
○
囲　

囲
は
円
周
を
は
か
る
単
位
、
一
か
か
え
の
長
さ
。
○

陽
谷　

伝
説
中
に
語
ら
れ
る
海
中
の
日
の
出
る
と
こ
ろ
の
谷
あ
い
、
暘
谷
に

同
じ
。
○
谷
の
戸　

山
谷
の
入
口
、
谷
口
。
ま
た
岩
の
戸
は
古
く
か
ら
天
上

の
通
路
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
。
記
紀
の
天
岩
戸
伝
説
を
踏
ま
え
た
人
麻
呂

の
日
並
皇
子
挽
歌
に
「
天
の
原
石
門
を
開
き
神
上
が
り
あ
が
り
座
し
ぬ
」（
万

葉
巻
二
・
１６７
）
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
○
梢
を
い
づ
る　

木
の
枝
先
を
掠
め
る
。
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梢
に
さ
し
掛
か
る
朝
日
を
動
的
に
捉
え
て
い
る
。
叙
景
の
表
現
と
し
て
、「
小

倉
山
ふ
も
と
の
里
に
木
の
は
ち
れ
ば
梢
に
は
る
る
月
を
見
る
か
な
」（
新
古

今
・
冬
・
６０３
・
西
行
） 

な
ど
に
先
行
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
○
高
嶺　

高
い
峰
、
高
い
山
を
い
う
。「
富
士
の
高
嶺
」「
比
良
の
高
嶺
」
の
よ
う
に
固

有
名
詞
と
結
び
付
く
ほ
か
、
高
さ
か
ら
天
象
に
関
わ
る
景
物
と
取
り
合
わ
せ

て
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。「
木
枯
し
の
雲
吹
払
ふ
高
ね
よ
り
さ
え
て
も
月

の
す
み
の
ぼ
る
か
な
」（
千
載
集
・
秋
上
２７6
源
俊
頼
）。
高
嶺
の
里
は
、
高
い

山
頂
に
あ
る
想
像
上
の
空
間
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
和
歌
に
あ
る
山
里
は
ほ

と
ん
ど
人
気
の
な
い
物
侘
し
い
場
所
で
あ
っ
た
。
都
会
生
活
の
不
如
意
や
隠

逸
思
想
の
影
響
か
ら
山
里
へ
の
憧
憬
も
見
ら
れ
た
が
、
実
際
に
は
山
間
、
山

麓
に
あ
る
山
寺
や
山
荘
が
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
当
該
歌
は
詩
句
の

翻
案
と
い
う
特
殊
な
性
格
も
あ
っ
て
、「
高
嶺
の
里
」
と
い
う
造
語
で
、
高
い

山
の
上
に
あ
る
天
界
に
近
い
神
仙
境
、
す
な
わ
ち
仙
人
の
住
む
扶
桑
の
里
あ

る
い
は
蓬
莱
・
方
丈
・
瀛
洲
な
ど
神
仙
三
山
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
が
、
実

際
の
文
学
的
空
間
と
し
て
は
雲
の
棚
引
く
高
い
山
頂
付
近
を
想
像
し
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

【
余
考
】

　

詩
句
「
日
出
」
は
明
活
字
本
、
全
唐
詩
本
「
旦
出
」
に
作
る
。
現
存
す
る

李
嶠
百
詠
の
本
文
に
三
つ
の
系
統
が
認
め
ら
れ
る
中
、
韻
の
平
仄
か
ら
日
本

の
古
抄
本
系
統
が
最
も
古
い
と
見
ら
れ
る
（
拙
稿
「
日
本
現
存
『
一
百
二
十

詠
詩
註
』
考
」『
和
漢
比
較
文
学
』
第
六
号
、
一
九
九
〇
年
十
月
）。
こ
の
こ

と
は
詩
の
作
法
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
題
に
あ
っ
た
物
名
を
詩
中
に
明
示

せ
ず
、
典
拠
に
よ
っ
て
巧
み
に
読
者
に
悟
ら
せ
る
の
は
、
崔
融
『
唐
朝
新
定

詩
格
』
や
李
嶠
『
評
詩
格
』
に
見
え
る
詩
の
「
十
体
」
中
の
「
精
華
体
」
で

あ
り
、
百
詠
に
こ
の
詩
体
を
用
い
る
作
が
多
く
見
ら
れ
る
。
後
に
『
李
嶠
百

詠
』
を
倣
っ
て
作
ら
れ
た
宋
・
丁
謂
『
青
衿
集
』
に
至
っ
て
定
着
を
見
る
「
不

可
太
着
題
（
太
だ
題
に
着
く
可
か
ら
ず
）」（
魏
慶
之
『
詩
人
玉
屑
』
卷
五
）

と
い
う
詠
物
詩
の
手
法
も
、
こ
の
李
嶠
詠
物
詩
百
二
十
首
に
遡
る
。
す
な
わ

ち
、
詩
の
題
に
用
い
た
文
字
を
詠
物
詩
中
に
重
ね
て
使
う
の
は
、
そ
う
し
た

手
法
が
定
着
す
る
以
前
の
古
い
形
で
あ
り
、「
日
」
の
字
を
同
題
の
本
文
に
用

い
た
日
本
の
古
抄
本
の
ほ
う
が
明
清
の
刊
本
よ
り
李
嶠
詠
物
詩
の
古
形
を
存

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
拙
稿
「『
李
嶠
百
詠
』
序
説
─
そ
の

性
格
・
評
価
と
受
容
を
め
ぐ
っ
て
─
」『
和
漢
比
較
文
学
』
第
三
十
二
号
・

二
〇
〇
四
年
二
月
）。

　

百
詠
和
歌
注
は
詩
注
を
翻
訳
す
る
も
の
が
基
本
で
あ
っ
た
が
、
光
行
が
自

ら
加
え
た
解
釈
や
説
明
も
見
受
け
ら
れ
る
。「
宮
古
の
東
」
云
々
が
そ
の
一

例
。
長
安
の
都
は
海
か
ら
数
千
キ
ロ
も
西
に
あ
る
か
ら
、
こ
こ
の
都
は
や
は

り
平
安
京
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
時
に
光
行
は
鎌
倉
に
い
た
。
百
詠
和
歌
は

光
行
が
鎌
倉
で
制
作
し
実
朝
に
献
上
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
（
池
田
利
夫

『
源
光
行
一
統
年
譜
』
武
蔵
野
書
院
）、
仙
人
の
住
む
扶
桑
の
地
を
京
都
の
東

の
海
中
に
比
定
す
る
こ
の
注
解
に
作
者
の
京
へ
の
思
い
を
読
み
取
る
こ
と
は

で
き
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
注
の
最
後
「
扶
桑
を
わ
た
る
程
に
と
り
な
く

な
り
」
も
光
行
の
加
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

【
通
釈
】

〈
句
〉	
日
は
扶
桑
の
路
を
出
づ　

太
陽
は
明
け
方
遥
か
な
東
方
に
あ
る
扶
桑

の
木
の
梢
を
掠
め
て
空
を
登
り
は
じ
め
る
。

〈
注
〉	

京
都
の
東
の
青
い
海
原
の
中
に
人
が
住
ん
で
お
り
、
広
さ
万
里
に
及

ぶ
土
地
に
林
が
生
い
茂
っ
て
い
る
。
そ
の
木
の
葉
は
み
な
桑
に
似
て
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い
る
。
ま
た
桑
の
実
の
生
る
木
が
あ
り
、
そ
の
高
さ
は
数
千
丈
、
太

さ
は
二
千
か
か
え
余
り
も
あ
る
。
仙
人
が
こ
の
桑
の
実
を
食
べ
る
と
、

体
が
金
色
に
な
り
、
空
を
飛
ぶ
よ
う
に
な
る
。
千
年
に
一
度
実
が
成

り
、
そ
の
実
は
赤
く
味
は
甘
く
て
香
し
い
。
そ
れ
が
扶
桑
の
木
で
あ

る
。
太
陽
は
暘
谷
と
い
う
谷
間
か
ら
姿
を
現
わ
し
、
扶
桑
の
木
を
掠

め
る
頃
に
鶏
が
鳴
く
の
で
あ
る
。

〈
歌
〉	

青
い
海
原
の
中
に
あ
る
暘
谷
の
深
い
谷
口
に
伸
び
る
扶
桑
の
木
の
梢

を
掠
め
つ
つ
日
が
昇
る
頃
、
高
い
山
の
頂
上
か
ら
夜
が
明
け
て
い
く
。

２　

傾
心
比
葵
　
　

あ
ふ
ひ
草
は
日
影
の
め
ぐ
る
か
た
に
、
は
を
か
た
ぶ

け
て
根
を
か
く
す
な
り
。
朝
に
は
東
北
、
タ
に
は
西
南
に
葉
を
か
た
ぶ
け

て
、
お
の
が
根
を
あ
ら
は
さ
ゞ
る
な
り
。
あ
ふ
ひ
の
葉
を
か
た
ぶ
け
て
日

に
む
か
へ
る
が
ご
と
く
、
人
も
心
を
傾
て
君
に
む
か
ひ
た
て
ま
つ
る
こ
と

な
り
。

神
山
の
み
ね
の
朝
日
に
あ
ふ
ひ
草
お
の
が
か
げ
の
み
か
た
ぶ
き
に
け
る

【
百
詠
】

　

傾
心
比
葵
　

朝
夕
奉
堯
曦
（
心
を
傾
け
て
葵

に
比
し
、
朝
夕
に
堯
曦

に
奉
ら
む
。）

　
　【

百
詠
注
】

　

傾　
テ

レ

心　
ヲ

比　
ス

二

葵
　
ニ

一　

朝
夕　
ニ

奉
タ
テ
マ
ツ
ラ
ン

二

尭
曦　
ヲ

一

〈
曹
植　
ガ

表　
ニ

曰
、
若
　
　
キ
ハ

三

葵
霍　
ノ

傾
レ

葉

向
二

太
陽　
ニ

一

、
雖
レ

不
下

為　
ニ

レ

之
迴メ
グ
ラ

上

光　
ヲ

、
亦
終　
ニ

向　
フ
ハ

レ

之
者
、
誠
也
。
忠
臣
竊

自
比
二

葵
一

也
。
曦
　
　
　
ハ

日　
ノ

光
也
。〉（
曹
植
が
表
に
曰
く
、
葵

の
葉
を
傾

け
て
太
陽
に
向
ふ
ご
と
き
は
こ
れ
の
為
に
光
を
廻
さ
ず
と
雖
も
、
ま
た
終

に
こ
れ
に
向
ふ
は
、
誠
な
り
。
忠
臣
窃
か
に
自
ら
葵

に
比
す
な
り
。
㬢

は
日
の
光
な
り
。）

【
語
釈
】

○
葵
　

葵
は
あ
お
い
、

は
草
の
名
ま
た
は
豆
の
葉
を
い
う
。
葵

を
熟

語
に
用
い
る
場
合
、
葉
や
花
び
ら
が
日
に
向
っ
て
回
る
葵
科
の
草
本
を
意
味

す
る
。
曹
子
建
「
求
通
親
親
表
」
に
「
若
葵
霍
之
傾
葉
太
陽
、
雖
不
為
之
迴

光
、
然
終
向
之
者
誠
也
。
臣
竊
自
比
葵

」（
葵
霍
の
葉
を
太
陽
に
傾
く
る

若
き
は
、
こ
れ
の
為
光
を
迴
ら
さ
ず
と
雖
も
、
然
ど
も
終
に
こ
れ
に
向
く
る

は
誠
な
り
。
臣
、
竊
か
に
自
ら
葵

に
比
す
）
と
あ
る
。
○
あ
ふ
ひ
草　

ふ

た
ば
あ
お
い
の
別
称
。
葵
は
あ
ふ
ひ
（
会
ふ
日
）
の
掛
詞
と
し
て
万
葉
歌
に

「
這
ふ
葛
の
後
も
逢
は
む
と
葵
（
あ
ふ
ひ
）
花
咲
く
」（
巻
十
六
・
3834
・
作
者

未
詳
）
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
古
来
、
下
賀
茂
神
社
及
び
上
賀
茂
神
社
の
葵
祭

り
の
関
係
で
歌
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
○
神
山　

京
都
市
上
賀
茂
神
社
の
北

に
あ
る
山
。
賀
茂
神
社
の
葵
祭
り
か
ら
葵
と
の
取
り
合
せ
で
詠
ま
れ
る
こ
と

が
多
い
。「
神
山
の
し
る
し
と
思
へ
今
日
ご
と
に
葵
の
か
づ
ら
せ
ぬ
人
ぞ
な

き
」（
堀
河
百
首
・
葵
・
365
・
隆
源
）。
○
お
の　

己
は
、
王
朝
和
歌
で
は
動

植
物
や
自
然
現
象
に
託
し
て
歌
人
の
心
情
や
情
緒
を
表
わ
す
場
合
が
少
な
く

な
い
。「
風
を
い
た
み
岩
う
つ
な
み
の
お
の
れ
の
み
く
だ
け
て
物
を
お
も
ふ

比
哉
」（
詞
花
集
・
恋
上
・
２1０
・
源
重
之
）。

【
通
釈
】

〈
句
〉
心
を
傾
け
て
葵

に
比
す　
　

た
と
え
顧
み
ら
れ
る
こ
と
な
く
と
も

ひ
た
す
ら
君
主
に
忠
誠
心
を
尽
く
す
の
は
、
正
に
葵
草
が
日
に
向
っ

て
葉
や
花
び
ら
を
傾
け
る
よ
う
だ
。
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〈
注
〉
葵
は
太
陽
の
巡
る
方
向
に
向
い
葉
を
傾
け
て
根
を
隠
す
の
で
あ
る
。

朝
は
東
北
、
タ
は
西
南
の
方
に
向
っ
て
葉
を
傾
け
て
、
自
ら
の
根
を

晒
さ
な
い
の
で
あ
る
。
葵
が
日
に
向
っ
て
葉
を
傾
け
る
よ
う
に
、
人

臣
も
君
主
に
対
し
て
心
を
傾
け
る
（
忠
誠
心
を
尽
く
す
）
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

〈
歌
〉
京
都
の
上
賀
茂
神
社
の
北
に
あ
る
神
山
の
山
頂
に
昇
る
朝
日
を
迎
え

る
葵
草
は
、
た
と
え
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
と
も
、
た
だ
自
ら
の

心
身
を
ひ
た
す
ら
日
に
向
っ
て
傾
け
て
い
る
こ
と
よ
。

【
余
考
】

　

尾
聯
「
尭
曦
」
は
古
活
字
本
、全
唐
詩
本
と
も
「
光
曦
」
に
作
る
。「
尭
曦
」

の
曦
は
太
陽
光
の
意
で
、「
光
曦
」
は
同
義
並
列
で
分
か
り
や
す
い
。
対
し
て

「
尭
曦
」
は
出
典
を
知
ら
な
い
と
分
か
り
づ
ら
い
表
現
で
あ
る
。
晋
・
皇
甫

謐
『
髙
士
傳
』
に
王
莽
政
権
に
屈
し
な
い
王
霸
の
振
舞
い
を
記
し
て
、「
王
霸

徴
到
尚
書
、
称
名
不
稱
臣
、
有
司
問
其
故
、
霸
曰
天
子
有
所
不
臣
、
偃
仰
而

沐
尭
曦
、
棲
遲
而
歌
舜
塗
（
王
霸
徴
さ
れ
て
尚
書
に
到
り
、
名
を
稱
し
て
臣

を
称
さ
ず
。
有
司
そ
の
故
を
問
ふ
。
霸
曰
く
天
子
臣
と
せ
ら
れ
ざ
る
と
こ
ろ

あ
り
、
偃
仰
し
て
尭
曦
を
沐
し
、
棲
遲
し
て
舜
塗
を
歌
ふ
）」
と
い
う
。
す

な
わ
ち
「
尭
曦
」
は
聖
天
子
・
尭
の
徳
政
を
讃
え
る
表
現
と
し
て
「
舜
塗
（
風
・

澤
）」
と
並
ぶ
熟
語
で
、
初
唐
で
は
と
く
に
髙
宗
を
祭
る
の
に
用
い
た
「
太

廟
楽
章
・
鈞
天
舞
」
歌
辞
に
「
河
岳
修
貢
、
神
祗
效
職
、
舜
風
攸
偃
、
尭
曦

先
就（
河
岳
貢
を
修
め
、神
祗
職
を
效
す
。舜
風
攸
に
偃
き
、尭
曦
先
に
就
る
）」

と
使
わ
れ
て
い
る
。
鈞
天
舞
は
則
天
武
后
の
光
宅
元
年
（
六
八
四
）
に
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
（
旧
唐
書
・
音
楽
志
）、
李
嶠
伝
に
よ
れ
ば
、
彼
は

武
后
に
篤
く
信
頼
せ
ら
れ
、
朝
廷
の
重
要
な
文
章
は
、
常
に
彼
の
制
作
に
な

る
と
い
う
。
あ
る
い
は
「
鈞
天
舞
辞
」
も
李
嶠
の
手
に
な
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
則
天
武
后
の
時
、
十
数
年
に
亙
っ
て

宰
相
を
務
め
た
李
嶠
が
科
挙
に
組
み
込
ま
れ
る
作
詩
の
手
本
と
し
て
詠
物
詩

百
二
十
首
を
作
っ
た
時
、
髙
宗
の
治
世
を
讃
え
る
「
鈞
天
舞
辞
」
と
同
様
の

表
現
を
用
い
た
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。	

（
胡　

志
昂
）

巻
第
二　

坤
儀
部
「
山
」

２１　

古
壁
丹
青
色　

古
壁
に
お
ひ
た
る
苔
、
文
彩
あ
り
と
云
へ
り
。
山
水
の

景
色
を
壁
の
絵
に
か
け
る
あ
り
。
章
孝
標
詠
云
、
雨
滴
膠
山
断
風
吹
絹

海
秋
也
。

　

あ
き
山
の
こ
ず
ゑ
は
や
す
く
う
つ
し
け
り
し
か
の
ね
の
み
ぞ
筆
に
ま
か
せ
ぬ

【
百
詠
】

　

古
壁
丹
青
色　

新
花
錦
繍
文
（
古
壁 

丹
青
の
色
、
新
花 

錦
繍
の
文
。）

【
百
詠
注
】

　

百
詠
注
に
該
当
部
分
の
注
は
な
い
。

【
語
釈
】

○
古
壁　

山
肌
を
指
し
て
い
る
か
。「
古
壁
丹
青
色
」
と
い
う
句
は
、
李
嶠

と
同
時
代
の
盧
照
鄰
の
「
文
翁
講
堂
詩
」
に
「
空
梁
無
燕
雀
、古
壁
有
丹
青
。」

（
全
唐
詩
四
二
）と
あ
る
が
関
わ
り
は
未
詳
。
余
考
参
照
。
○
丹
青　

絵
の
具
。

又
は
絵
画
の
こ
と
。
○
文
彩　

文
様
。
光
行
の
注
と
し
て
は
古
壁
に
生
え
て
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い
る
苔
が
文
様
を
描
い
て
い
る
こ
と
と
し
て
、「
古
壁
丹
青
色
」
を
捉
え
て
い

る
。
た
だ
し
、
以
下
に
章
孝
標
の
詩
句
を
引
き
別
解
を
示
す
。
○
章
孝
標　

（
七
八
五
〜
？
）
唐
の
銭
塘
の
人
ま
た
は
桐
盧
の
人
と
も
。『
千
載
佳
句
』
は

白
居
易
、
元

に
次
ぎ
多
く
の
詩
句
を
載
せ
る
。
○
雨
滴
膠
山
断
風
吹
消
海

秋
也　

章
孝
標
の
「
破
山
水
屏
風
」（
全
唐
詩
五
〇
六
）
の
詩
句
「
雨
滴
膠

山
断
風
吹
絹
海
秋
也
」（
雨
滴
り
て
膠
の
山
を
断
ち
、
風
吹
き
て
絹
の
海
に

秋
き
た
る
な
り
）」
は
、
壁
に
立
て
か
け
た
古
画
が
風
雨
で
傷
ん
で
い
る
様

子
を
示
す
（「
時
人
嫌
古
画
、
椅
壁
不
曽
収
」）。
○
秋
山
の
こ
ず
ゑ　

秋
の

到
来
と
と
も
に
色
づ
く
山
の
木
々
の
梢
の
こ
と
。「
秋
風
の
吹
き
に
し
日
よ

り
を
と
は
山
み
ね
の
梢
も
色
づ
き
に
け
り
」（
古
今
集
・
秋
歌
下
・
２56　

紀

貫
之
）
○
う
つ
し　

写
し
描
く
こ
と
。
○
鹿
の
ね　

秋
の
代
表
的
な
景
物
の

一
つ
。
牝
鹿
を
呼
ぶ
牡
鹿
の
鳴
き
声
。「
奥
山
に
紅
葉
ふ
み
わ
け
鳴
く
鹿
の

こ
ゑ
き
く
時
ぞ
秋
は
か
な
し
き
」（
古
今
集
・
秋
歌
上
・
２15　

よ
み
人
し
ら
ず
）。

【
余
考
】
参
照
。

【
通
釈
】

〈
句
〉	

山
肌
に
は
丹
や
青
の
絵
の
具
の
よ
う
な
色
が
あ
る
。

〈
注
〉	

こ
の
句
は
、
古
壁
に
は
そ
こ
に
生
え
て
い
る
苔
で
文
様
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、
山
水
の
景
色
を
壁
に
懸
け
た
絵
に

描
く
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
章
孝
標
の
詩
に
、「
雨
が
滴
っ
て
、
描

か
れ
た
膠
の
山
を
二
つ
に
分
け
、
風
が
吹
い
て
絵
の
表
面
を
痛
め
て
、

絹
の
海
に
は
秋
が
来
た
よ
う
に
さ
ざ
波
が
立
っ
て
い
る
。」
と
、あ
る
。

〈
歌
〉	

秋
山
の
梢
の
美
し
く
色
づ
い
て
い
る
様
は
、
容
易
に
絵
に
写
し
描
く

こ
と
が
で
き
る
の
だ
け
れ
ど
も
、た
だ
、鹿
の
声
ば
か
り
は
筆
に
よ
っ

て
絵
に
描
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

【
余
考
】

慶
応
大
学
本
の
『
百
詠
注
』
に
は
、「
古
壁
丹
青
色
、
新
花
錦
繍
色
」
の
句
に

注
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。光
行
の
見
た「
張
芳
注
」に
も
な
か
っ
た
か
。「
古
壁
」

と
は
何
か
。『
百
詠
詩
』に
お
い
て
こ
の
詩
句
は「
山
」詩
の
も
の
で
あ
り
、「
新

花
錦
繍
色
」
と
対
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
は
山
肌
を
指
す
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、「
文
翁
講
堂
詩
」
の
「
古
壁
」
は
、「
空
梁
」
と
の
対
で
も
あ
り
、

古
び
た
壁
で
あ
っ
て
岩
肌
の
こ
と
で
は
な
い
。『
太
平
御
覧
』（
五
三
四
・
学

校
）
に
「
任
預
益
州
記
曰
」
と
し
て
、
火
災
に
遭
っ
た
文
翁
学
堂
を
蜀
郡
太

守
高
朕
が
立
て
直
し
、そ
こ
に
は「
聖
賢
古
人
之
像
及
礼
器
瑞
物
」の「
図
画
」

が
あ
っ
た
と
す
る
。
と
す
る
と
、「
文
翁
講
堂
詩
」
で
は
、「
古
壁
」
の
「
丹
青
」

は
こ
れ
ら
の
図
画
を
指
し
て
お
り
、「
山
」
詩
と
は
関
わ
ら
な
い
と
、
と
り
あ

え
ず
見
て
お
き
た
い
。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
は
『
百
詠
和
歌
』
の
注
文
が
、
章

孝
標
を
例
と
し
て
「
山
水
の
景
色
を
壁
の
絵
に
か
け
る
あ
り
」
と
い
う
別
の

典
拠
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
「
山
水
」
の
絵
に
関
わ
る
歌
を
詠
ん
で
い
る
こ

と
に
注
目
し
た
い
。
つ
ま
り
、「
古
壁
丹
青
色
」
に
対
し
、
光
行
は
「
文
翁
講

堂
詩
」
を
典
拠
と
せ
ず
に
、
章
孝
標
の
「
破
山
水
屏
風
」
に
依
っ
た
の
で
は

な
い
か
。「
山
水
」
を
「（
秋
）
山
の
梢
」
と
捉
え
直
し
、「
秋
の
野
の
萩
の
錦

を
ふ
る
さ
と
に
鹿
の
な
が
ら
う
つ
し
て
し
が
な
」（
和
漢
朗
詠
集
・
２85　

清

原
元
輔
）
を
元
に
、
本
来
は
絵
画
で
は
描
く
こ
と
の
で
き
な
い
、
聴
覚
の
景

物
で
あ
る
「
鹿
の
音
」
を
配
し
て
、「
古
壁
丹
青
色
」
を
歌
に
詠
み
込
も
う
と

し
た
。
ち
な
み
に
、文
翁
は『
蒙
求
和
歌
』一
四
に
の「
文
翁
興
学
」（
二
三
〇
）

と
し
て
登
場
す
る
。

２２　

已
開（
聞
）

（

封
禅
処　

希
謁
二

聖
明
君ニ
一　

花
岳
は
黄
河
の
東
に
対
へ
り
。
首
陽
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山
は
神
霊
の
ひ
ら
く
所
也
。
手
の
跡
花
山
に
あ
り
、
足
の
あ
と
首
山
に

有
。
今
に
の
こ
れ
り
。
花
山
已ニ

開
求メ
二

請コ
フ

聖
君
封
禅ヲ
一

な
り
。

　

花
の
山
名
高
き

444





峰
の
跡
ふ
り
て
春
の
み
ゆ
き
に
い
つ
か
あ
ふ
べ
き

【
百
詠
】

已
開
封
禅　
ノ

処　
ヲ

一　

希
　
　
ウ
ハ

謁　
ン
コ
ト
ヲ

二

聖
明
君
一

（
已
に
封
禅
の
処
を
開
き
て
、
希
く

は
聖
明
の
君
に
謁
せ
ん
こ
と
を
。）

【
百
詠
注
】

已
開
二

封
禅ノ

処ヲ
一

〈
述
異
記ニ

曰
、
花
岳
対
二

黄
河ノ

東
首
陽
山ニ
一

、
元
是
一
山
。
即

神
霊ノ

所
開
。
今
手
跡
見　
ル
ノ
ミ

在
二

花
岳ニ
一

、
似
二

仙
掌ニ
一

。
脚
跡
在
二

首
陽
山
也
〉

（
述
異
記
に
曰
く
、
花
岳 

黄
河
の
東 

首
陽
山
に
対
す
。
元
は
是
れ
一
山
な

り
。
則
ち
、
神
霊
の
開
く
所
な
り
。
今
に
手
の
跡
花
岳
に
在
り
、
仙
掌
に
似

る
。
脚
の
跡
首
陽
山
に
在
る
な
り
。）

希　
ク
ハ

謁　
ン
コ
ト
ヲ

二

聖
明　
　
ノ

君
一

〈
華
山
已ニ

開キ

求テ

請ン
二

聖
君
封
禅ヲ
一

〉（
華
山
已
に
開
き
て

求
め
て
聖
君
の
封
禅
を
請
は
ん
。）

【
語
釈
】

○
封
禅　

天
命
を
受
け
た
天
子
が
天
を
祭
り
（
封
）、
地
を
祭
る
（
禅
）
祭

礼
。
○
述
異
記　
『
初
学
記
』
五
「
華
山
」
の
事
対
「
地
載　

神
開
」
は
「
郭

縁
述
征
記
」
と
し
、ま
た
『
芸
文
類
従
』
七
山
部
上
「
華
山
」
も
「
述
征
記
」

と
し
て
ほ
ぼ
同
文
を
載
せ
る
。『
隋
書
』
経
籍
志
二
に
「
述
征
記
二
巻　

郭

縁
生
撰
」
と
あ
る
。
○
聖
明
君　

知
徳
と
も
に
優
れ
た
天
子
を
い
う
。
○

花
岳　

華
山
。
長
安
と
洛
陽
の
間
の
山
。
五
嶽
の
一
つ
西
嶽
を
い
う
。『
文

選
』
巻
二
「
西
京
賦
」（
張
衡
）
に
「
綴
以
二

二
華
一

。
巨
霊
贔
屓
、
高
掌
レ

遠

レ

蹠
以
流
二

河
曲
一

。
厥
跡
猶
存
。」（
綴
す
る
に
二
華
を
以
す
。
巨
霊 

贔
屓
し
、

掌
を
高
く
し
蹠
を
遠
く
し
以
て
河
曲
を
流
せ
り
。
そ
の
跡
な
ほ
存
す
。）
と
、

ほ
ぼ
同
じ
内
容
が
見
え
る
。「
二
華
」
と
は
、
二
つ
の
華
山
（
太
華
山
、
少

華
山
）
を
さ
す
。【
余
考
】
参
照
。
○
首
陽
山　

首
山
は
首
陽
山
。
雷
首
山
、

薄
山
、
襄
山
等
の
別
称
あ
り
。
慶
応
大
学
本
『
百
詠
注
』
と
同
じ
く
、
花
岳

と
元
は
一
つ
の
山
で
あ
っ
た
と
す
る
説
を
載
せ
る
の
は
、『
初
学
記
』
五
華
山

の
「
叙
事
」
に
あ
る
薛
綜
注
、『
太
平
御
覧
』
三
九
「
華
山
」
に
い
う
薛
綜
注
、

『
芸
文
類
従
』
七
山
部
上
「
華
山
」
な
ど
で
あ
る
。【
余
考
】
参
照
。
○
花
の

山　
『
百
詠
』・『
百
詠
注
』
の
花
岳
を
い
う
か
。「
待
て
と
言
は
ば
い
と
も
か

し
こ
し
花
山
に
し
ば
し
と
鳴
か
ん
鳥
の
音
も
が
な
」（
拾
遺
集
・
1０43
・
僧
正

遍
昭
・
詞
書
「
春
、
花
山
に
亭
子
法
皇
お
は
し
ま
し
て
、
帰
ら
せ
給
ひ
け
れ

ば
」）
を
承
け
て
後
述
の
「
春
の
み
ゆ
き
」
を
引
き
出
す
。
な
お
、『
袋
草
紙
』

下
巻
は「
音
を
柔
ら
ぐ
る
に
訓
を
用
う
る
歌
」と
、「
花
山
」（
花
山
寺
）を「
花

の
山
」
と
訓
ん
だ
も
の
と
し
て
同
歌
を
掲
出
す
る
。
○
峰
の
跡　

巨
霊
が
両

山
を
押
し
広
げ
て
河
を
通
し
た
際
の
手
の
跡
が
、
花
岳
の
峰
に
残
っ
て
い
る

こ
と
を
示
す
。
○
ふ
り
て　

古
び
て
し
ま
っ
て
い
て
。
已
に
遠
い
昔
に
華
山

と
首
陽
山
が
分
か
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
、『
百
詠
注
』
の
「
華
山
已
開
」
を
承

け
た
も
の
。
○
春
の
み
ゆ
き
に
い
つ
か
あ
ふ
べ
き　

詩
句
の
上
で
の
聖
明
君

が
封
禅
に
訪
れ
る
こ
と
を
ね
が
っ
て
い
る
こ
と
。
僧
正
遍
昭
の
歌
と
と
も
に
、

「
花
の
山
」
と
い
う
山
の
名
称
か
ら
「
春
」
と
す
る
か
。
○
仙
掌　

仙
人
掌

と
も
。
仙
人
が
掌
に
て
盤
を
捧
げ
た
形
に
作
り
、
甘
露
を
受
け
る
よ
う
に
つ

く
っ
た
も
の
。

【
通
釈
】

〈
句
〉	

す
で
に
封
禅
の
た
め
の
地
は
切
り
開
か
れ
た
。

（
木
高
き
）
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〈
注
〉	

知
徳
に
優
れ
た
天
子
の
拝
謁
さ
れ
ん
こ
と
を
願
う
。
華
山
は
黄
河
の

東
に
（
首
陽
山
に
）
対
し
て
い
る
。
首
陽
山
は
神
霊
の
切
り
開
い
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
手
の
跡
が
華
山
に
あ
り
、
足
の
跡
は
首
陽
山

に
あ
っ
て
、
現
在
も
残
っ
て
い
る
。
華
山
は
已
に
地
が
切
り
開
か
れ

て
い
る
の
で
、
天
子
の
封
禅
の
儀
式
を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

〈
歌
〉	

花
の
山
（
華
山
）
に
あ
る
と
い
う
、
か
の
有
名
な
、
二
山
に
分
け
た

際
の
峰
に
残
る
神
の
手
の
跡
も
す
で
に
古
び
て
し
ま
っ
て
い
る
。
聖

明
な
る
天
子
が
封
禅
の
た
め
に
や
っ
て
く
る
春
の
御
幸
が
早
く
や
っ

て
き
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

【
余
考
】

　
「
已
開
封
禅
処
」
に
対
す
る
光
行
の
注
、「
花
岳
は
黄
河
の
東
に
対
へ
り
。

首
陽
山
は
神
霊
の
ひ
ら
く
所
也
。
手
の
跡
花
山
に
あ
り
。
足
の
あ
と
首
山
に

有
。
い
ま
に
の
こ
れ
り
。」は
百
詠
注
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。

但
し
、
傍
線
部
分
を
、『
百
詠
注
』
と
比
較
す
る
と
、
傍
線
部
に
訓
み
の
差
違

が
あ
り
、『
百
詠
和
歌
』
の
形
で
は
意
味
が
通
り
に
く
い
。

　

ま
た
、
こ
の
『
百
詠
注
』
の
注
部
分
は
『
文
選
』
巻
第
二
「
西
京
賦
」
の

薛
綜
注
に
あ
る
（『
初
学
記
』・『
芸
文
類
従
』
に
も
。
た
だ
、『
文
選
』
の
「
綴

以
二

二
華
一

。
巨
霊
贔
屓
、
高
掌
レ

遠
レ

蹠
以
流
二

河
曲
一

。
厥
跡
猶
存
。」
と
い

う
語
句
に
付
さ
れ
た
薛
綜
注
で
は
、「
二
華
」つ
ま
り「
華
岳（
太
華
と
小
華
）」

が
元
は
一
つ
の
山
で
あ
っ
た
の
が
二
つ
に
分
か
れ
た
と
し
て
、
首
陽
山
の
名

は
出
て
こ
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、『
初
学
記
』
五
「
華
山
」
の
叙
事
に
引
く
薛
綜
注
に
は
、「
華
山

対
河
東
首
陽
山
。
黄
河
流
於
二
山
之
間
。」
と
あ
り
、
首
陽
山
が
出
て
く
る
。

『
太
平
御
覧
』
三
九
「
華
山
」
の
薛
綜
注
も
同
様
。『
初
学
記
』
五
「
華
山
」

の
事
対
の
「
地
載 

神
開
」
で
は
、「
郭
縁
述
征
記
曰
、華
岳
与
首
陽
山
本
一
山
。

河
神
巨
霊
、析
開
為
二
。
事
在
叙
事
中
」と
、『
芸
文
類
従
』七
山
部
上「
華
山
」

の
「
述
征
記
」
も
同
じ
く
、
首
陽
山
の
名
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
『
百

詠
注
』
の
内
容
は
、『
初
学
記
』・『
芸
文
類
従
』・『
太
平
御
覧
』
と
同
じ
系
統

に
属
す
る
と
い
え
よ
う
か
。

	

　
（
山
部
和
喜
）

巻
第
三　

芳
草
部
「
蘭
」

４１　

虚
室
重　
　
テ

招　
　
キ

尋　
　
ス

　
　

易
曰
、
心
を
お
な
じ
く
す
る
人
、
蘭
の
久
し
く
か

う
ば
し
き
が
ご
と
し

ふ
ぢ
ば
か
ま
な
づ
さ
ふ
露
の
名
残
ま
で　

い
く
か
き
え
せ
ぬ
に
ほ
ひ
な
る
ら

ん【
百
詠
】

虚
室
重
招
尋　

忘
言
契
断
金
（
虚
室
に
重
ね
て
招
尋
し
、
言
を
忘
れ
て
断
金

を
契
る
）

【
百
詠
注
】

虚
室　
　
ニ

重
招
尋　
　
ス
　
〈
易
曰
、
同
心
之
人
其　
　
ノ

言
臭　
　
事

如
レ

蘭
　
　
ノ 

、
古
　
　
　
ノ

人
亦
謂　
　
テ
　

レ

香
　
　
ヲ

為
レ

臭
　
　
ト

也
、
亦
有
二

蘭
室
一

之
一
本
、
文
宣
王
曰
、
与
二

好
人
一

相
随　
ン
ハ

如
三

入
二

芝
蘭
之
室　
　
ニ

一

也
〉（
易
に
曰
く
、
同
心
の
人
其
の
言
臭
ふ
事
蘭
の
如
し
、
古

へ
の
人
ま
た
香
を
謂
ひ
て
臭
と
な
す
な
り
。
ま
た
蘭
室
あ
る
の
一
本
。
文
の

宣
王
曰
く
、
好
き
人
に
相
随
は
ん
は
芝
蘭
の
室
に
入
る
が
ご
と
き
な
り
と
。）
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【
語
釈
】

○
蘭　

百
詠
注
に
「
蘭
〈
説
文
曰
、
蘭
香
草
也
、
叢
二

生
山
谷　
　
ニ

一

、
紫
菫
赤

■（
判
読
不
能
）
緑
葉
、
光
潤　
　
ニ
シ
テ

一
幹
一
花
、
花
開　
　
ニ

有
二

双
頭　
　
ノ

者
一

、
花
両
三
弁
幽
香
清

遠　
ニ
シ
テ可

レ

挹
（
以
下
略
）〉」
と
見
え
、
姿
よ
り
も
そ
の
気
品
あ
る
香
に
よ
っ
て

賞
翫
さ
れ
て
い
た
と
知
ら
れ
る
。
○
虚
室
重
招
尋　
「
虚
室
」
は
一
般
に
は
、

人
が
居
な
い
部
屋
や
飾
り
が
な
い
部
屋
、
あ
る
い
は
ま
た
、
心
に
わ
だ
か
ま

り
の
な
い
意
を
示
す
。
百
詠
注
は
「
蘭
室
」
の
本
文
を
持
つ
一
本
の
存
在
を

指
摘
し
、
こ
れ
に
関
し
て
「
与
二

好
人
一

相
随　
ン
ハ

如
入
芝
蘭
之
室　
　
ニ

也
」
と
『
孔

子
家
語
』
の
一
節
を
引
い
て
お
り
、
こ
こ
で
は
蘭
の
香
気
に
満
た
さ
れ
た
高

潔
な
印
象
の
部
屋
（
お
よ
び
、
こ
れ
を
比
喩
と
す
る
立
派
な
人
格
者
同
士
の

篤
い
友
情
）を
指
す
か
。○
易
曰
…　

光
行
注
は
百
詠
注
を
踏
ま
え
る
か
。『
易

経
』
繋
辞
伝
上
に
見
え
る
、「
二
人
同
心
、
其
利
断
金
。
同
心
之
言
、
其
臭
如

蘭
（
二
人
心
を
同
じ
く
す
れ
ば
、
其
の
利と

き
こ
と
金
を
断
つ
。
心
を
同
じ
く

す
る
の
言
は
、
其
の
臭か

蘭
の
ご
と
し
）」
の
後
半
部
分
を
引
く
。
右
の
引
用

箇
所
は
、「
君
子
二
人
の
志
が
一
つ
に
な
れ
ば
、
そ
の
力
は
金
属
を
切
断
で
き

る
ほ
ど
に
大
き
い
。
志
を
同
じ
く
す
る
人
の
交
わ
す
言
葉
は
、
ま
る
で
蘭
の

放
つ
香
気
の
よ
う
に
気
高
い
」
の
意
で
、「
蘭
」
は
君
子
同
士
の
友
情
の
尊
さ

を
示
す
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
光
行
注
で
は
、「
志
を
同
じ

く
す
る
」
こ
と
自
体
が
蘭
の
よ
う
に
品
格
が
あ
る
と
表
現
し
た
も
の
の
よ
う

に
読
め
る
。
百
詠
の
第
二
句
も
こ
の
『
易
経
』
の
記
述
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
断
金
」
は
極
め
て
堅
い
友
情
を
、「
忘
言
」
は
意
思
を
通
わ
せ
る
の
に
言
葉

を
必
要
と
し
な
い
ほ
ど
交
情
が
厚
い
こ
と
を
表
わ
し
て
お
り
、「
忘
言
契
断

金
」
の
句
は
、高
い
志
を
持
つ
者
同
士
の
結
び
つ
き
の
尊
さ
を
示
す
点
で
『
易

経
』
と
相
通
じ
る
。
○
ふ
ぢ
ば
か
ま  

キ
ク
科
の
多
年
草
で
秋
の
七
草
の
一

つ
。
淡
紫
色
の
小
花
を
付
け
芳
香
が
あ
る
。
藤
袴
と
蘭
は
ま
っ
た
く
異
な
る

植
物
だ
が
、
日
本
で
藤
袴
を
「
蘭
」
と
表
記
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
香

り
高
い
小
花
を
付
け
る
点
が
共
通
す
る
こ
と
に
よ
る
か
。
趙
力
偉
「
俊
成
の

植
物
比
喩
表
現
と
そ
の
方
法
─
歌
こ
と
ば
「
藤
袴
」
と
「
蘭
」
と
を
中
心
に
」

（『
国
語
と
国
文
学
』
８１
─
８
、
二
〇
〇
四
年
八
月
）
参
照
。
○
な
づ
さ
ふ　

う
ち
と
け
て
馴
れ
親
し
む
意
。
和
歌
で
は
平
安
後
期
以
降
に
、「
を
み
な
へ
し

な
づ
さ
ふ
ほ
ど
に
花
薄
ま
ね
く
か
た
に
も
ゆ
か
れ
ざ
り
け
り
」（
元
永
二
年

内
大
臣
家
歌
合
・
草
花
・
一
番
右
・
前
淡
路
守
仲
房
）、「
な
で
し
こ
を
我
が

恋
草
の
ゆ
か
り
と
て
な
づ
さ
ふ
露
に
袖
ぞ
し
ほ
る
る
」（
月
詣
集
・
恋
中
464

賀
茂
重
久
）
な
ど
、「
袖
」「
露
」
の
語
と
組
み
合
わ
せ
て
、
草
花
に
親
し
む

意
を
表
現
す
る
の
に
用
い
ら
れ
た
。
大
治
三
年
住
吉
社
歌
合
の
「
蘭
恋
」
題

で
詠
ま
れ
た
、「
に
ほ
ふ
か
を
君
に
よ
そ
へ
ば
ふ
ぢ
ば
か
ま
な
づ
さ
ふ
そ
で
に

つ
ゆ
ぞ
こ
ぼ
る
る
」（
九
番
右
・
神
祇
伯
源
顕
仲
女
）
の
作
は
、
当
該
歌
と

「
藤
袴
」「
な
づ
さ
ふ
」「
露
」「
匂
（
ひ
）」
等
の
使
用
措
辞
や
、
藤
袴
に
触

れ
た
ゆ
え
に
袖
に
露
が
落
ち
た
と
す
る
構
成
、
対
象
と
す
る
人
物
を
藤
袴
の

香
気
に
喩
え
る
趣
向
な
ど
が
、
４１
の
歌
と
共
通
す
る
。
こ
の
歌
が
光
行
に
影

響
を
与
え
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
よ
う
。
○
露
の
名
残　

 

「
名
残
」
は

物
事
の
過
ぎ
去
っ
た
後
に
残
る
余
韻
。
こ
こ
で
は
、
藤
袴
に
置
く
露
に
触
れ

た
の
ち
、
そ
の
香
り
が
い
つ
ま
で
も
袖
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
前

項
に
引
用
し
た
重
久
お
よ
び
顕
仲
女
の
歌
で
は
、「
露
」
は
植
物
の
上
に
置
い

た
水
滴
で
あ
る
と
同
時
に
、
対
象
へ
の
強
い
愛
着
ゆ
え
に
流
す
涙
を
含
意
す

る
が
、
当
該
歌
の
「
露
」
に
「
涙
」
の
意
は
持
た
さ
れ
て
い
な
い
。「
露
の

名
残
」
は
新
し
い
表
現
で
、
新
古
今
時
代
に
「
女
郎
花
し
を
れ
ふ
す
野
の
藤

ば
か
ま
た
が
ぬ
ぎ
置
き
し
つ
ゆ
の
名
残
ぞ
」（
正
治
初
度
百
首2143

宜
秋
門

院
丹
後
）
や
公
経
の
作
例
（
正
治
二
年
院
当
座
百
首
）
な
ど
が
見
え
る
の
み

で
あ
る
。
あ
る
い
は
同
時
代
に
用
い
ら
れ
始
め
た
新
た
な
表
現
と
し
て
光
行
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が
取
り
込
ん
だ
も
の
か
。
○
い
く
か  

何
日
。
こ
こ
で
は
、
多
く
の
日
数
。

【
通
釈
】

〈
句
〉　

虚
室
重
ね
て
招
き
尋
ぬ
（
蘭
の
香
気
の
如
き
品
格
を
持
つ
君
子
同
士

の
関
係
で
、
何
度
も
招
い
た
り
尋
ね
た
り
す
る
）。

〈
注
〉　

易
に
言
う
に
は
、
志
を
同
じ
く
す
る
人
（
と
の
交
わ
り
）
は
、
ま
る

で
蘭
の
花
が
長
く
高
い
薫
り
を
放
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
（
で
、
志

操
を
高
く
保
ち
つ
づ
け
て
、
変
わ
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
く
の
）
だ
。

〈
歌
〉　

藤
袴
に
親
し
ん
だ（
た
め
に
袖
に
付
い
た
）露
の
後
に
残
る
名
残（
の

よ
う
に
）
ま
で
も
、（
志
を
同
じ
く
す
る
者
同
士
の
交
わ
り
は
）
長
い

間
消
え
る
こ
と
が
な
い
、
貴
い
匂
い
な
の
だ
ろ
う
か
。

【
余
考
】

　
「
藤
袴
」
は
古
今
集
の
「
主
知
ら
ぬ
香
こ
そ
匂
へ
れ
秋
の
野
に
誰
が
脱
ぎ

か
け
し
藤
袴
ぞ
も
」（
秋
上
241
素
性
）
以
来
、
人
が
身
に
つ
け
る
袴
に
見
立

て
ら
れ
て
き
た
。
光
行
歌
で
う
ち
解
け
親
し
む
意
の
「
な
づ
さ
ふ
」
と
組
み

合
わ
さ
れ
た
の
は
、「
藤
袴
」
の
語
が
人
の
姿
を
喚
起
さ
せ
る
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

歌
語
「
藤
袴
」
が
伝
統
的
に
持
つ
こ
の
機
能
は
、
当
該
歌
に
お
い
て
植
物
に

触
れ
る
こ
と
と
人
物
と
交
流
す
る
こ
と
と
を
結
び
つ
け
て
い
る
。
そ
れ
は
、

典
拠
の
「
蘭
」
題
詩
が
格
調
高
い
花
の
香
と
君
子
同
士
の
交
流
と
を
重
ね
合

わ
せ
て
表
現
す
る
こ
と
と
一
面
で
は
通
い
合
う
。
し
か
し
、
光
行
歌
で
は
藤

袴
の
香
り
に
こ
と
寄
せ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
、
あ
る
人
物
と
の
親
し
ん

だ
が
ゆ
え
の
移
り
香
が
い
つ
ま
で
も
消
え
な
い
こ
と
で
あ
り
、
百
詠
詩
が
君

子
の
交
わ
り
そ
れ
自
体
の
高
貴
さ
を
蘭
の
香
に
喩
え
て
い
る
の
と
は
、
事
象

の
取
り
扱
い
方
に
お
い
て
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

４２　

雪　
　
ハ

麗　
　
シ

楚
王
琴　
　

宋
玉
む
か
し
遠
く
あ
る
き
て
、
と
も
人（
へ
）

（

う
ゑ（
へ
）に

う（
へ
）

（

み
、
む
ま
つ
か
れ
て
、
人
の
家
に
立
入
れ
り
。
あ
る
じ
の
女
お
も
は
く
、

宋
玉
を
堂
上
に
す
ゑ
ん
と
す
れ
ば
た
か
く
、
堂
下
に
す
ゑ（
へ
）ん
と
す
れ
ば
ひ

き
し
と
思
へ
り
。
こ
の
故
に
蘭
房
を
つ
く
り
て
、
其
中
に
す
ゑ（
へ
）て
炊
彫
胡

之
飯
、
琴
を
と
り
い
だ
せ
り
。
宋
玉
こ
れ
を
ひ
き
て
、
幽
蘭
白
雪
の
曲
を

な
す
に
、
人
皆
涙
を
も
よ
ほ
さ
ず
と
云
事
な
し

草
の
い
ほ
に
雪
を
し
ら
べ
し
琴
の
音
の　

な
ご
り
に
ふ
る
は
涙
な
り
け
り

【
百
詠
】

英
浮
漢
家
酒　

雪
麗
楚
王
琴
（
英は
な

は
漢
家
の
酒
に
浮
び
、
雪
は
楚
王
の
琴
に

儷な
ら

ぶ
。）

【
百
詠
注
】

雪　
ハ

儷ナ
ラ
フ

二

楚
王　
　
ノ

琴
一ニ

〈
ゝ
　
　
　
ニ

有
二

幽
蘭
白
雪
之
曲
一

、
儷
　
　
ハ

偶
也
、
宋
玉
曰
主
人
令

二

女
為
臣
、
炊
　
　
ク

二

彫
胡
之
飯　
　
ヲ、

弾
二

幽
蘭
之
曲　
　
ヲ

一

也
、
一
本
謝
恵
連
雪　
　
ノ

賦
曰
、

楚
王
以　
　
ス

幽
蘭
白
雪　
　
ノ

麗
曲　
　
ヲ

也
、
楚
之
琴
有
二

幽
蘭
白
雪
也
〉（
琴
に
幽
蘭
白

雪
の
曲
あ
り
、
儷
は
偶
な
り
、
宋
玉
曰
く
、
主
人
女
を
し
て
臣
が
た
め
に
彫

胡
の
飯
を
炊
が
し
め
、
幽
蘭
の
曲
を
弾
か
し
め
よ
と
。
一
本
に
謝
恵
連
が
雪

賦
に
曰
く
、
楚
王
幽
蘭
白
雪
を
以
っ
て
曲
を
麗
ぶ
る
な
り
。
楚
の
琴
に
幽
蘭

白
雪
あ
る
な
り
。）

【
語
釈
】
○
雪
麗
楚
王
琴
「
百
詠
和
歌
」
で
は
「
麗
」
字
を
「
う
る
は
し
」

と
訓
じ
て
い
る
が
、
百
詠
注
で
は
、
な
ら
ぶ
、
連
れ
だ
つ
意
の
「
儷
」
字
を

用
い
る
。
当
該
の
詩
句
は
百
詠
注
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
文
選
の
謝
恵
連

作
「
雪
賦
」
に
見
え
る
「
楚
謡
以
幽
蘭
儷
曲
」
の
表
現
を
踏
ま
え
、「
琴
に
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お
い
て
白
雪
の
曲
と
相
並
ぶ
」
こ
と
を
以
っ
て
、「（
幽
）
蘭
」
を
示
し
て
い

る
の
で
、
本
来
は
「
な
ら
ぶ
」
と
訓
ず
べ
き
で
あ
ろ
う
。
○
宋
玉
む
か
し
…

　

宋
玉
は
中
国
戦
国
時
代
末
の
楚
の
文
人
。
こ
こ
に
引
か
れ
る
話
は
、『
初
学

記
』「
幽
蘭
」
の
項
に
「
宋
玉
諷
曰
、
臣
嘗
行
、
僕
飢
馬
疲
、
正
遇
主
人
翁
出
、

母
又
到
市
、
主
人
女
欲
置
臣
、
堂
上
太
高
、
堂
下
大
卑
、
乃
更
為
蘭
房
奥

室
、
止
臣
其
中
、
有
鳴
琴
焉
、
臣
援
而
鼓
之
、
作
幽
蘭
白
雪
之
曲
」
と
見
え

る
。
ま
た
、前
項
に
引
い
た
「
雪
賦
」
当
該
箇
所
の
李
善
注
に
、「
宋
玉
諷
賦
曰
、

臣
嘗
行
至
主
人
、
独
有
一
女
、
置
臣
蘭
房
之
中
、
臣
援
琴
而
鼓
之
、
為
幽
蘭

白
雪
之
曲
」
と
見
え
る
。「
宋
玉
諷
賦
」
の
全
貌
は
現
在
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

光
行
注
が
こ
れ
に
拠
っ
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
○
と
も
人
う
ゑ
に
う
み　

底
本
は「
と
も
へ
う
へ
に
つ
み
」。
こ
の
ま
ま
で
は
意
が
通
じ
な
い
の
で
、「
と

も
へ
」
を
「
と
も
人
」
に
、「
つ
み
」
を
「
う
み
」
に
訂
し
た
。「
う
へ
」
は

「
飢
ゑ
」
の
意
と
見
て
仮
名
遣
を
改
め
た
。
従
者
が
飢
え
に
耐
え
ら
れ
ず
の

意
。
○
彫
胡
之
飯　
『
文
選
』
沈
休
文
「
三
月
三
日
率
爾
成
篇
一
首　

五
言
」

の
「
長
袂
屡
以
拂　

彫
胡
方
自
炊
（
長
い
袖
で
客
の
顔
を
撫
で
、
真
菰
の
実

を
自
ら
炊
い
て
進
め
る
）」
に
つ
い
て
、
李
善
注
は
「
宋
玉
諷
賦
曰
、
主
人

之
女
為
臣
炊
彫
胡
之
飯
露
葵
之
羮
来
勧
臣
食
」と「
宋
玉
諷
賦
」を
引
く
。「
彫

胡
」
は
沼
沢
に
生
え
る
真
菰
の
実
。「
露
葵
之
羮
（
ジ
ュ
ン
サ
イ
の
汁
物
）」

と
と
も
に
「
美
味
な
食
物
」
を
示
す
ら
し
い
。
女
性
が
男
性
に
好
意
を
寄
せ

て
引
き
止
め
よ
う
と
す
る
心
情
を
表
徴
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
○
あ
る
じ
の
女

　

光
行
注
で
は
「
女
主
人
」
と
解
せ
る
が
、『
初
学
記
』
に
引
く
「
宋
玉
諷
賦
」

に
即
せ
ば
「
そ
の
家
の
娘
」
の
意
と
な
る
。
○
堂
上　

建
物
の
床
の
上
。
○

堂
下　

建
物
の
前
な
ど
の
地
上
。
○
ひ
き
し　
「
低
し
」
の
古
形
。
○
蘭
房

　

蘭
が
香
る
清
ら
か
な
部
屋
の
意
と
、
婦
人
の
寝
室
の
意
が
あ
る
。『
初
学

記
』所
引
の「
宋
玉
諷
賦
」で
は
娘
の
自
室
の
意
を
含
み
持
つ
と
思
わ
れ
る
が
、

光
行
注
で
は
「
蘭
房
を
作
り
」
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
蘭
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
清
ら
か
な
部
屋
」
の
意
で
用
い
た
と
解
せ
る
。
宋
玉
が
琴
を
弾
じ
た
部
屋

に
つ
い
て
、
和
歌
で
「
草
の
い
ほ
」
と
表
現
し
た
の
も
、
植
物
を
用
い
て
居

室
を
作
る
点
が
共
通
す
る
ゆ
え
で
は
な
い
か
。
な
お
、『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上

「
蘭
」
に
入
る
「
曲
驚
楚
客
秋
絃
馥　

夢
断
燕
姫
暁
枕
薫
」（
289
橘
直
幹
）
の

前
半
部
は
、
当
該
話
を
典
拠
と
す
る
が
、「
楚
客
（
宋
玉
）
が
曲
を
弾
ず
る
と
、

琴
の
絃
も
蘭
の
香
気
に
芳
し
く
香
っ
た
」と
す
る
内
容
か
ら
、「
蘭
房
」を「
蘭

の
香
気
が
薫
る
部
屋
」
と
解
し
て
い
た
も
の
と
推
知
さ
れ
る
。
○
幽
蘭
白
雪

の
曲
を
な
す　
「
幽
蘭
」
は
気
高
い
蘭
の
意
。「
曲
を
な
す
」
は
「
宋
玉
諷
賦
」

に
従
え
ば
、
作
曲
し
た
の
意
。
蘭
の
香
気
に
満
ち
た
部
屋
に
身
を
置
き
、「
幽

蘭
」
の
曲
を
作
っ
た
の
で
、
曲
に
も
蘭
の
気
高
い
印
象
が
備
わ
り
、
聞
く
人

の
胸
を
打
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
○
草
の
い
ほ　

草
葺
き
の
粗
末
な
仮

小
屋
。
平
安
後
期
以
降
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
語
で
、
勅
撰
初

出
は
金
葉
集
。
世
俗
を
離
れ
て
閑
寂
に
暮
ら
す
世
捨
て
人
の
境
涯
を
示
す
の

に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。「
た
れ
も
み
な
露
の
身
ぞ
か
し
と
お
も
ふ
に

も
心
と
ま
り
し
草
の
い
ほ
か
な
」（
千
載
集
・
雑
中1135

藤
原
実
国
）
の
よ

う
に
、「
草
」の
縁
語「
露
」と
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、「
露
」に「
涙
」

を
含
意
さ
せ
る
例
も
少
な
く
な
い
。
○
雪
を
し
ら
べ
し　
「
し
ら
ぶ
」
は
楽

器
を
奏
で
る
意
。「（
琴
で
）
白
雪
之
曲
を
演
奏
し
た
」
意
を
表
す
。
日
本
漢

文
に
は
「
調
白
雪
」
の
表
現
が
、「
蓋
嶺
絃
声
調
白
雪　

峴
亭
碑
字
書
秋
霜
」

（
新
撰
朗
詠
集
・
月
240
大
江
時
綱
）、「
秦
爵
琴
声
調
白
雪　

呉
人
剣
色
掛
秋
霜
」

（
新
撰
朗
詠
集
・
暁
397
藤
原
明
衡
）、「
蓋
嶺
絃
幽
調
白
雪　

華
原
磬
掛
撃
秋

霜
」（
和
漢
兼
作
集
714
菅
原
在
良
）
な
ど
、
多
く
見
出
せ
る
。
光
行
歌
は
こ

れ
を
取
り
入
れ
た
も
の
か
。「
雪
を
し
ら
ぶ
」の
措
辞
は
他
に
は
見
え
な
い
が
、

千
載
集
に
「
こ
と
の
ね
を
雪
に
し
ら
ぶ
と
き
こ
ゆ
な
り
月
さ
ゆ
る
夜
の
み
ね
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の
松
か
ぜ
」（
雑
上1002

道
性
法
孫
王
）
が
あ
り
、こ
の
「
雪
に
し
ら
ぶ
」
も
、

白
雪
之
曲
を
演
奏
す
る
意
と
解
釈
で
き
る
。
○
な
ご
り
に
ふ
る
は　

当
該
歌

の
他
に
は
、
待
賢
門
院
堀
河
の
「
か
き
く
も
り
時
雨
は
ほ
ど
も
な
け
れ
ど
も

な
ご
り
に
ふ
る
は
木
の
は
な
り
け
り
」（
堀
河
集
43
「
し
ぐ
れ
」）
に
見
え
る

の
み
の
極
め
て
珍
し
い
表
現
で
あ
る
。
光
行
歌
と
堀
河
歌
は
結
句
の
形
「
〜

な
り
け
り
」
も
似
て
お
り
、
光
行
が
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

【
通
釈
】

〈
句
〉　

雪（
の
曲
）は
楚
王
の
琴
に
お
い
て（
幽
蘭
の
曲
と
）共
に
弾
ぜ
ら
れ
る
。

〈
注
〉　

昔
、
宋
玉
が
遠
く
ま
で
歩
い
て
（
行
っ
た
折
に
）、
従
者
が
飢
え
て

耐
え
難
い
状
態
に
な
り
、
馬
も
疲
れ
た
の
で
、
人
の
屋
敷
の
中
に

入
っ
て
い
っ
た
。（
そ
の
邸
の
）
主
人
の
娘
が
思
う
こ
と
に
は
、
宋

玉
を
座
敷
に
居
さ
せ
れ
ば
、（
取
り
扱
い
が
）
丁
重
す
ぎ
、（
か
と
い
っ

て
、
邸
に
上
げ
ず
）
庭
に
居
さ
せ
れ
ば
、（
取
り
扱
い
が
）
低
す
ぎ
る

だ
ろ
う
と
考
え
た
。
こ
う
し
た
理
由
で
（
娘
は
）
蘭
の
薫
る
居
室
を

作
り
、
そ
の
中
に
（
宋
玉
を
）
居
さ
せ
て
、（
自
ら
は
）
真
菰
の
飯
を

炊
き
、
琴
を
取
り
出
し
た
。
宋
玉
は
こ
れ
を
弾
い
て
、
幽
蘭
白
雪
の

曲
を
演
奏
し
た
と
こ
ろ
、（
聞
い
た
）
人
は
皆
、
涙
を
催
さ
な
い
と
い

う
こ
と
は
な
か
っ
た
（
皆
、
感
動
し
て
泣
い
た
）。

〈
歌
〉　

草
庵
で
白
雪
の
曲
を
演
奏
し
た
す
ば
ら
し
い
琴
の
音
色
の
、
い
つ
ま

で
も
消
え
な
い
余
韻
と
し
て
落
ち
る
の
は
、（
雪
で
は
な
い
）
涙
（
の

雨
）
だ
っ
た
の
だ
な
あ
。

【
余
考
】

　
【
語
釈
】
に
記
し
た
通
り
、
和
歌
に
用
い
ら
れ
る
「
草
の
庵
」
の
語
は
、

世
俗
か
ら
離
れ
て
閑
寂
に
住
ま
う
人
物
や
、
社
会
的
な
不
遇
を
か
こ
ち
世
間

に
背
を
向
け
た
人
物
を
表
徴
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。「
草
の
い
ほ
」

を
初
句
に
置
く
光
行
歌
は
非
常
に
寂
し
い
場
面
を
喚
起
し
、典
拠
と
し
た「
蘭

が
薫
る
部
屋
で
幽
蘭
の
曲
を
作
る
」
宋
玉
の
話
が
気
品
あ
る
香
気
に
満
ち
て

い
る
の
と
は
、
対
照
的
な
印
象
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
草
の
庵
」
は

「
あ
は
れ
し
る
な
み
だ
の
露
ぞ
こ
ぼ
れ
け
る
く
さ
の
い
ほ
り
を
む
す
ぶ
ち
ぎ

り
は
」（
山
家
集
911
）
の
よ
う
に
、
草
庵
に
身
を
置
く
人
物
（
詠
作
主
）
が

わ
び
し
さ
に
涙
を
落
と
す
と
詠
ま
れ
る
例
が
多
い
。
こ
う
し
た
詠
法
の
法
則

に
沿
っ
て
光
行
歌
を
読
む
と
、
涙
を
落
と
し
て
い
る
の
が
琴
を
弾
じ
た
人
物

で
あ
る
よ
う
に
解
し
て
し
ま
い
、
こ
の
点
で
も
宋
玉
の
話
と
の
間
に
大
き
な

印
象
の
差
が
生
じ
る
。
光
行
は
こ
の
歌
に
お
い
て
、「
雪
を
調
べ
し
」「
名
残

に
降
る
」
等
の
極
め
て
め
ず
ら
し
い
表
現
を
、
前
代
に
用
い
ら
れ
た
措
辞
を

も
参
照
し
つ
つ
取
り
込
ん
で
い
る
。
表
現
上
の
新
た
な
試
み
を
繰
り
返
す
の

は
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
の
、
特
に
地
下
官
人
や
隠
遁
者
層
に
共
通
し

て
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。
こ
の
光
行
歌
が
「
李
嶠
百
詠
」
の
詩
句
で
は
な

く
、
光
行
注
に
記
さ
れ
た
宋
玉
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
だ
が
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
点
か
ら
す
る
と
、
光
行
は
漢
籍
の
世
界

を
そ
の
ま
ま
和
歌
に
移
し
替
え
よ
う
と
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
漢
籍

に
記
さ
れ
る
物
語
世
界
を
踏
襲
し
つ
つ
、
こ
れ
に
拘
泥
し
す
ぎ
る
こ
と
な
く
、

新
し
い
場
面
と
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
り
だ
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。	

（
中
村　

文
）

【
註
】

（
１
）
山
部
和
喜
「『
蒙
求
和
歌
』
小
考
」（『
川
口
短
大
紀
要
』
１０
、一
九
九
六
年
十
二
月
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蒙
求
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話
文
学
研
究
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。
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２
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昂
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古
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八
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３
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